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基研に一 ケ月, ア トム型研究員 として滞在 したのは. 山々 が新緑 におおわれ

た気候 の良い五月 で した｡残念 なが ら.物性関係 のスタ ッフは,垣谷氏 を除い

て誰 も居 な く,､その意味では最悪の時期であ りま したが, それで も一 ケ月 とい

う期 間は,意義深 い もの でした｡意義 とは, 自分の 日常生活 の中で引 きづ って

い る諸 々の雑事 を しば ら く忘れ で,新鮮 な気持 で研 究に専心で きることで しょ

う｡ この様な refreshmentは,研究 を行 う上 で思いのほか, 重要 な役割 を演ず

るのではないで しょうか｡そ うい った面で,基研 が, のびや かで落ち落 いた雰

囲気 の京都 の北 白川 の一隅 にある とい う立地条 件 も大切 な要素 だと思われます｡

基研 が設立 されて か ら.二十年 の年月 が過 ぎま した ･物性 関係 から云 えば,

第 3期 が終 り,第 4期 がスター トする時 です｡ この事実 は重要 です｡私 的な こ

とですが,基研の創設の頃は,私 の世代は, まだ小学校 入学以前 の年頃ーで して

もし,個人的 な意識 の上 での 自分の物理学 に関す る歴 史 と_云 った＼ものが存在す

る とすれば,その頃 で さえ有史以 前 にあたるわ けです｡従 って, か っての若 手

で.基研 の創生期 に活躍 された方々が.今 では学会 の大御所 とな り, 当時 の話

は･我々大学院生 にとっては, もはや伝説 として語 り伝 え られて来た ものであ

り.心理的 には, はるかに遠 い昔 の様 に感 じられ るのは止む を得ないことの様

です ｡

創設期 には,夢 と希望'に満 ちて,未来 を志向 す る自由で広い精神 を持 ち得 た

のに.現在 では.色 々な制度や機構 が整 えられ. その結果 ∴それ らが変 り得 な

い もの と して感 じられ. その心理的な背景が,何 らかの枠組 み とな り,研 究す

る環境,あるいは,若 い研究者 の姿勢 に,知 らず知 らずの 内に悪影響 を及ぼ し
ヽ

てい るよ うに思われてな りません｡

しか し.本 当は, そ うであってはいけないので して, 制度 は常 に弾力的 に運

用す る様 努 めな けれ ば ならない はず です｡そ して､我々のような駆 け出 しが,

ー371-



松尾和洋

ともか くお偉方 と混 ってわいわい議論 できる零囲気 こそ,常 に新 しい創造 の可

能性 を秘 めた場 であるはずです し,新 しい分 野,新 しい進歩 の源泉 ではないで

しょ うか｡ その様 な零 囲気 を持 ち続 けない限 り, ゆ くゆ くは. マ ンネ リズムの

淵 に落 ち込 んで しまうで しょ う｡

基研の場合 には.そ の様 な危機 を回避すべ く､ 多 くの人々 が色々な努力 を行

って来た様 に聞 いて居 ります｡特 に.創立十五周年記念 のシンポ ジウムの記録

を読 み ま して.基研 を常 に新 しい創造 の場 と して存続 させて行 こ うとす る意 気

込み と意欲 が.･多 くの研究者 の中に有 る こ とを知 り｡心強 く感 じま した｡ただ

それ らの議論 が.現在に至る までの基研 の活動に どれ だけ結実 してい るのか.

今の私 の視点か らは展望 できませんO

ビ ッグサイエ ンスまで も含 む基礎物理学 とい う漠然 と して.途方 も無 く大 き

な分野 に対 して,基研 の固有 の部 門だけで, それ らすべてをカバ ーでき る もの

では ない で しょう｡そ こでは. スタ ッフの方 々の個性に委ね るのが最善 だ と思

います｡

他 の､研究所や大学が.確固 と した制度 のために,なかなか新 しい意欲的 な試

みに対 して柔軟 に対応 でき難 しい現状 において.基研の共 同利用 の部門こそ,

その存 在意 義 を大 きく発揮す る ところです｡その様 な点 か ら. ア トム型.モ レ

キ ュール型研究員 の制度 を拡 充 し.新 しレ､､試 みに対 して柔軟に対処 でき.受 け

入れ られ る枠 を大 き くすべ きですo また一方 で.基研 が今取 り組 ん でいる情報

セ ンター構想 の推 進 も画期 的な意味 を持 ってい ます｡特 に第三 次情報 (Review

articleにあたる )を作成す る部 門 を設立 しよ うとい う奏は, 大変ユニークで

この計画 が,是非 と も実現することを望んでお ります｡
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